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0問題
の
所
在

②
描
か
れ
た

堀
河院
の
死

③
大
江
匡
房
の
堀
河
院
追
善
願
文

④安
徳
天
皇
の
誕
生
を
め
ぐ
っ
て
ー
出
産
儀
礼
の
縮
図

⑤
『
平
家
物
語
』
か
ら

⑥
法会
唱
導
、
修
法
、
事
相
書
か
ら

⑦御
産
記
録
め
ぐ
る

［論
文
要旨

］

　
十
二
世
紀
（
院
政
期
）
に
お
け
る
天
皇
の
生
と
死
を
め
ぐ
る
儀
礼
と
そ
の
記
録
や
仏
事
儀
礼
に
供

さ
れ
た
唱
導
資
料
（
願
文
・
表
白
）
を
中
心
に
検
証
す
る
。
死
に
関
し
て
は
堀
河
院
を
め
ぐ
っ
て
、

関
白
忠
実
の
日
記
や
女
官
の
日
記
、
大
江
匡
房
の
願
文
な
ど
か
ら
取
り
出
し
、
と
り
わ
け
追
善
法
会

に
お
け
る
願
文
表
現
の
意
義
を
追
究
し
た
。
生
に
関
し
て
は
安
徳
天
皇
の
誕
生
を
例
に
、
中
山
忠
親

の日
記
、
『
平
家
物
語
』
諸
本
、
安
居
院
澄
憲
の
表
白
、
密
教
の
事
相
書
、
御
産
記
録
等
々
か
ら
検

討
し
た
。

8
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0
問
題
の
所
在

　
日
本
の
前
近
代
に
お
い
て
生
老
死
の
儀
礼
を
つ
か
さ
ど
る
担
い
手
の
中
心
は
寺
院

教
団
で
あ
る
。
そ
れ
は
葬
式
仏
教
と
い
わ
れ
る
今
日
で
も
変
わ
ら
な
い
。
仏
教
儀
礼

は
通
常
、
「
仏
事
」
と
い
わ
れ
（
現
在
は
「
法
事
」
と
い
う
語
彙
が
一
般
化
）
、
「
法
会
」

と
い
う
場
で
行
わ
れ
た
。
仏
事
儀
礼
を
実
践
し
具
現
化
す
る
場
が
法
会
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
生
と
死
の
儀
礼
も
ま
た
こ
の
法
会
を
介
し
て
行
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
古
代
か

ら
中
世
に
か
け
て
各
権
門
が
こ
ぞ
っ
て
実
施
し
、
法
会
仏
事
は
隆
盛
を
迎
え
る
。
国

家
的
な
も
の
か
ら
私
的
な
も
の
に
い
た
る
ま
で
多
種
多
様
な
法
会
が
展
開
さ
れ
た
。

法
会
は
寺
院
社
会
と
世
俗
社
会
と
を
結
ぶ
要
の
場
で
も
あ
り
、
盛
儀
の
法
会
の
た
め

に
学
侶
た
ち
の
研
鐙
も
重
ね
ら
れ
た
。
寺
院
社
会
の
集
約
、
収
敏
す
る
と
こ
ろ
に
法

会
が
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　
近

年
、
こ
う
し
た
法
会
を
め
ぐ
っ
て
、
歴
史
学
、
宗
教
学
、
民
俗
学
、
美
術
史
、

文
学
等
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
や
角
度
か
ら
考
究
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
や
〈
法

会
学
〉
と
い
っ
て
よ
い
情
勢
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
文
学
研
究
の
立

場
か

ら
〈
法
会
文
芸
〉
を
提
唱
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
徐
々
に
研
究
が
集
約
し

て

ゆ
く
で
あ
ろ
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
こ
で
も
王
の
生
と
死
を
め
ぐ
っ
て
、
儀

礼

と
〈
法
会
文
芸
〉
の
観
点
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。
こ
と
に
法
会
が
隆
盛
を
迎
え

る
十
二
世
紀
の
院
政
期
を
焦
点
と
し
、
記
録
が
比
較
的
残
り
や
す
い
天
皇
の
生
と
死

を
中
心
に
み
て
い
こ
う
。
さ
し
あ
た
っ
て
、
こ
こ
で
は
便
宜
上
、
堀
河
院
の
死
と
安

徳
天
皇
の
生
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。

②
描
か
れ
た
堀
河
院
の
死

堀
河
院
は
白
河
院
の
皇
子
で
わ
ず
か
八
歳
で
即
位
、
在
位
二
十
一
年
に
及
び
、
位

に
つ
い
た
ま
ま
二
十
九
歳
で
没
す
る
。
嘉
承
二
年
（
＝
〇
七
）
七
月
十
九
日
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
間
、
白
河
院
が
引
き
続
き
院
政
を
敷
い
た
の
に
対
し
、
よ
く
そ
の

専
制
を
お
さ
え
、
和
歌
や
管
弦
な
ど
の
学
芸
に
長
じ
、
末
代
の
賢
帝
の
誉
れ
高
か
っ

た

が
、
惜
し
く
も
天
折
す
る
。
い
わ
ゆ
る
院
政
期
と
い
う
時
代
の
画
期
と
な
っ
た
王

で

あ
る
。
院
政
初
期
を
代
表
す
る
古
記
録
、
藤
原
宗
忠
の
『
中
右
記
』
に
は
、
し
ば

し
ば
堀
河
院
を
回
顧
賛
美
す
る
記
事
が
み
え
る
し
、
大
江
匡
房
の
『
江
談
抄
』
を
は

じ
め
、
一
連
の
記
述
に
も
う
か
が
え
る
。

　
　
堀
河
院
の
う
せ
給
ひ
し
時
に
、
易
笠
せ
さ
せ
む
と
て
、
内
裏
に
召
た
り
し
に
、

　
　
三
位
局
に
あ
り
し
に
、
我
が
あ
は
ん
と
て
い
た
り
し
か
ば
、
ゆ
ゆ
し
げ
に
お
ろ

　
　
お

ろ
な
る
直
衣
き
て
あ
り
き
。
易
笠
の
こ
と
問
ひ
し
か
ば
、
「
本
よ
り
笠
は
不

　
　
仕
事
也
。
復
推
仕
り
候
。
御
心
地
は
大
事
に
御
坐
也
。
山
を
載
せ
た
る
卦
に
逢

　
　

は
し
め
給
ひ
て
候
。
人
の
山
を
載
せ
た
ら
む
許
り
、
わ
び
し
き
こ
と
や
は
候
べ

　
　
き
」
。
我
云
は
く
、
「
今
朝
御
料
を
よ
げ
に
聞
こ
し
め
し
た
り
つ
る
な
り
」
と
云

　
　
ひ

し
か
ば
、
匡
房
云
く
、
「
病
者
は
死
期
近
く
な
り
て
は
物
を
食
ふ
な
り
。
身

　
　
付

き
た
る
冥
衆
ど
も
の
、
物
を
ほ
し
が
る
が
候
也
。
物
食
ふ
は
な
か
な
か
悪
し

　
　
き
こ
と
な
り
」
と
い
ひ
き
。
案
の
ご
と
く
、
そ
の
夕
、
崩
ぜ
し
め
お
は
ん
ぬ
。

　
　
（
新
古
典
文
学
大
系
）

　

こ
れ
は
関
白
富
家
忠
実
が
回
想
し
て
語
っ
た
言
談
を
外
記
の
中
原
師
元
が
記
録
し

た
『
中
外
抄
』
に
み
る
記
事
で
あ
る
。
堀
河
院
の
臨
終
に
呼
び
出
さ
れ
た
大
江
匡
房

が
易
笠
の
占
い
を
あ
え
て
せ
ず
、
忠
実
と
対
面
、
院
が
食
事
を
と
っ
た
の
は
冥
衆
が

と
り
つ
い
て
い
る
た
め
で
、
死
期
が
近
い
証
拠
だ
と
予
言
、
は
た
し
て
そ
の
日
の
夕

方
に
亡
く
な
る
話
。
そ
の
日
に
匡
房
が
召
喚
さ
れ
た
こ
と
は
記
録
に
み
え
な
い
が
、

関
白
の
忠
実
が
院
に
近
侍
し
て
い
た
こ
と
は
、
堀
河
院
付
き
の
女
房
だ
っ
た
讃
岐
典

侍
の
日
記
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
忠
実
の
四
十
三
年
後
の
談
話
で
あ
り
、
信

退
性
は
高
い
と
い
え
る
。
「
ゆ
ゆ
し
げ
に
お
ろ
お
ろ
な
る
直
衣
」
と
い
う
匡
房
の
風

体
へ
の
印
象
が
と
り
わ
け
強
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
匡
房
の
談
話
筆
録
『
江
談
抄
』
二
・
八
に
は
、
堀
河
院
の
死
を

め

ぐ
っ
て
、
帝
王
の
在
位
年
数
と
寿
命
に
ま
つ
わ
る
宿
曜
の
秘
説
が
展
開
さ
れ
て
い
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る
。
「
近
代
帝
王
及
二
十
余
年
給
宝
位
、
希
代
之
事
也
」
と
ま
で
い
う
。
院
の
運
命

が
天
の
運
行

に
か
な
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
い
う
。

　

匡
房
が
堀
河
院
の
易
笠
に
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、
同
時
代
の
宗
忠
の
日
記
『
中

右

記
』
康
和
五
年
（
二
〇
三
）
二
月
二
十
六
日
条
に
も
み
え
る
。

　
　
又
江
中
納
言
被
レ
申
云
、
「
主
上
今
年
易
笠
御
勘
文
見
給
之
所
、
今
年
有
二
火
事

　
　
御
慎
一
、
口
御
膳
御
慎
、
有
二
熱
病
御
慎
一
」
者
。
件
旨
奏
聞
之
処
、
「
早
可
レ
申

　
　
レ
内
也
。
至
二
火
事
一
者
、
火
災
御
祭
如
レ
法
可
レ
被
レ
行
。
御
膳
之
条
、
能
々
可

　
　
レ
令
二
用
心
御
一
由
、
可
レ
奏
」
者
。
一
々
依
二
院
仰
一
奏
聞
了
。
件
易
笠
御
勘
文
、

　
　
慎
等
所
レ
勘
也
。
以
二
其
勘
一
令
レ
見
二
江
中
納
言
　
也
。
（
史
料
大
成
）

　
匡
房
が
堀
河
院
に
関
す
る
易
笠
勘
文
を
見
、
火
事
・
御
膳
・
熱
病
の
卦
が
あ
る
こ

と
を
白
河
院
に
奏
上
、
白
河
院
が
対
策
を
奏
聞
さ
せ
る
と
い
う
も
の
。
堀
河
院
没
の

四

年
前
で
あ
り
、
こ
れ
に
類
す
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。

　

さ
て
、
堀
河
院
が
臨
終
に
『
法
華
経
』
を
諦
読
し
て
い
た
こ
と
が
『
中
右
記
』
や

『讃
岐
典
侍
日
記
』
に
み
え
る
。
前
者
で
は
、
七
月
十
八
日
条
と
翌
十
九
日
条
に
、

　
　
漸
及
二
暁
更
一
、
主
上
念
請
法
華
経
方
便
品
奥
偶
御
、
真
御
声
頗
以
高
（
年
来

　
　
之
間
、
欲
レ
暗
二
諦
法
華
経
一
之
御
志
深
。
伍
第
一
二
巻
已
令
二
諦
付
一
給
也
）
。

　
　
主
上
辰
刻
許
、
御
気
已
断
給
也
。
但
、
先
自
唱
二
大
般
若
法
花
経
号
井
不
動
尊

　
　
宝
号
一
、
次
唱
二
釈
迦
弥
陀
宝
号
一
、
向
二
西
方
］
給
、
身
体
安
穏
只
如
下
入
二
睡
眠

　
　
一
給
上
也
。

と
あ
り
、
『
法
華
経
』
第
一
、
二
巻
を
暗
諦
し
、
方
便
品
の
偏
を
唱
え
て
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。

　
後
者
の
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
に
も
、

　
　
方
便
品
の
比
丘
偏
に
か
か
る
ほ
ど
の
長
行
を
ぞ
読
ま
る
る
。
つ
く
づ
く
と
聞
か

　
　
せ

た
ま
う
て
、
「
衆
中
之
糟
糠
仏
威
徳
故
去
」
と
い
ふ
と
こ
ろ
よ
り
、
御
声
う

　
　
ち
つ
け
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
つ
ゆ
ば
か
り
が
ほ
ど
滞
る
と
こ
ろ
な
く
、
ゆ
う
ゆ
う

　
　
と
読
ま
せ
た
ま
ふ
御
声
尊
き
。
阿
闇
梨
の
御
声
、
お
し
消
た
れ
て
き
こ
ゆ
。
（
略
）

　
　
あ
け
く
れ
、
一
二
の
巻
を
浮
か
め
さ
せ
た
ま
ふ
と
、
聞
き
お
き
た
ま
へ
る
こ
と

　
　

な
れ
ば
な
め
り
。
（
古
典
全
書
）

　
堀
河
院
の
叔
父
に
当
た
る
醍
醐
の
定
海
阿
闇
梨
の
諦
経
に
あ
わ
せ
、
方
便
品
の
比

丘

偏
を
唱
和
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
念
仏
も
唱
え
、
「
南
無
平
等
大
会
講
明
法
華
」

も
口
に
す
る
。

　

関
白
忠
実
の
日
記
『
殿
暦
』
七
月
十
九
日
条
に
も
、

　
　
寅
時
許
、
主
上
令
レ
着
二
御
冠
一
給
。
法
華
経
を
令
レ
読
給
、
希
有
事
也
。
（
大
日

　
　

本
古
記
録
）

と
み
え
、
院
み
ず
か
ら
の
話
経
が
異
例
の
こ
と
だ
っ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。

　
院
は
生
前
に
経
典
を
書
写
し
て
い
た
こ
と
が
『
中
右
記
』
長
治
二
年
（
一
一
〇
五
）

正
月
二
十
八
日
条
、
つ
ま
り
死
の
二
年
前
に
み
え
る
。

　
　
今
夕
於
二
二
間
方
一
被
レ
供
二
養
御
筆
大
般
若
経
第
二
峡
一
、
御
尊
師
前
律
師
斉
尊

　
　
云
々
。

　
「
二
間
」
は
天
皇
の
い
る
脇
の
部
屋
で
、
観
音
が
安
置
し
て
あ
っ
た
。
同
年
九
月

十
五

日
条
に
も
、
『
大
般
若
経
』
の
第
一
巻
端
二
枚
許
を
書
写
し
た
こ
と
が
み
え
る
。

　
さ
ら
に
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
に
は
、
臨
終
の
床
で
関
白
忠
実
が
堀
河
院
自
筆
の
『
大

般
若
経
』
の
所
在
を
尋
ね
、
二
間
に
あ
る
の
を
聞
い
て
、
院
に
見
せ
る
く
だ
り
が
あ

り
、
『
中
右
記
』
の
記
述
と
か
さ
な
り
あ
う
。

　
　
殿
、
御
顔
に
あ
て
て
、
「
仏
を
念
ぜ
さ
せ
た
ま
へ
。
書
か
せ
た
ま
ふ
と
聞
き
ま

　
　
い

ら
せ
し
御
筆
の
大
般
若
は
、
い
つ
こ
に
か
お
は
し
ま
す
そ
。
そ
れ
を
よ
く
念

　
　

じ
ま
ゐ
ら
さ
せ
た
ま
へ
」
と
申
し
た
ま
へ
ば
、
「
二
間
に
こ
そ
あ
ら
め
」
と
仰

　
　
せ

ら
る
れ
ば
、
殿
聞
き
て
取
り
て
ま
ゐ
ら
せ
た
ま
ふ
。
「
こ
れ
に
や
」
な
ど
、

　
　
見
せ
ま
ゐ
ら
せ
た
ま
へ
ば
、
「
こ
れ
な
り
」
と
仰
せ
ら
る
る
。

　
院
の
臨
終
に
た
ち
あ
っ
た
当
事
者
で
な
け
れ
ば
知
り
得
な
い
内
容
で
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
王
の
最
後
が
記
述
さ
れ
る
こ
と
自
体
、
す
で
に
前
代
と
の
認
識
の
差
異
が

は
っ
き
り
う
か
が
え
る
。
院
政
期
と
い
う
時
代
の
問
題
と
し
て
定
位
す
る
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
。
大
江
匡
房
の
『
続
本
朝
往
生
伝
』
に
は
、
後
一
条
院
と
後
三
条
院

の

往
生
伝
が
語

ら
れ
、
『
北
野
天
神
縁
起
』
建
久
本
に
は
道
真
左
遷
の
罪
で
醍
醐
帝
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が
地
獄

に
堕
ち
た
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
王
の
死
の
現
場
が
詳
細
に
描
か
れ
、
死
後
の

世
界
が
語

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
時
代
、
そ
こ
に
は
疑
い
な
く
禁
忌
の
変
質
が
あ
り
、

院
政
期
と
い
う
あ
ら
た
な
時
代
認
識
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

③
大
江
匡
房
の
堀
河
院
追
善
願
文

右
に
み
た
よ
う
に
、
と
り
わ
け
堀
河
院
の
死
は
、
臨
終
を
ま
の
あ
た
り
に
し
た
忠

実
や
讃
岐
典
侍
、
あ
る
い
は
宗
忠
ら
に
よ
っ
て
細
か
く
記
録
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
さ

ら
に
み
る
べ
き
は
、
院
の
追
善
法
会
の
た
め
に
述
作
さ
れ
た
大
江
匡
房
の
願
文
で
あ

る
。　

願

文
と
は
、
仏
事
法
会
を
主
催
す
る
願
主
の
祈
願
を
綴
っ
た
文
章
で
、
法
会
を
開

く
に
い
た
っ
た
経
緯
や
目
的
、
趣
旨
が
説
か
れ
、
功
徳
や
救
済
を
願
う
。
法
会
の
柱

と
い
っ
て
よ
い
文
章
で
あ
る
。
法
会
の
場
で
表
白
に
続
い
て
法
会
を
遂
行
す
る
導
師

が
読
み

上

げ
、
聴
衆
の
感
動
や
悲
嘆
の
涙
を
誘
っ
た
。
表
白
は
導
師
が
法
会
を
開
く

意
義
や
功
徳
を
た
た
え
る
文
章
で
、
法
会
の
最
も
基
本
と
な
る
文
章
で
あ
る
。
と
り

わ

け
願
文
は
、
日
本
で
は
平
安
期
に
発
展
し
、
空
海
の
『
性
霊
集
』
や
菅
原
道
真
の
『
菅

家
文
草
』
な
ど
に
も
収
載
さ
れ
、
こ
と
に
『
本
朝
文
粋
』
収
録
の
も
の
が
後
代
の
規

範
と
な
り
、
匡
房
の
願
文
が
こ
れ
に
つ
い
で
後
世
に
お
お
き
な
影
響
を
与
え
た
。
匡

房
の
願
文
の
い
く
つ
か
は
『
本
朝
続
文
粋
』
に
収
録
さ
れ
、
ま
た
院
政
期
以
降
の
法

会
唱
導
を
領
導
し
た
天
台
の
安
居
院
の
澄
憲
・
聖
覚
ら
の
『
転
法
輪
紗
』
『
言
泉
集
』

に
そ
の
摘
句
が
多
数
引
用
さ
れ
る
。

　
願

文
は
中
国
に
先
例
が
あ
り
、
そ
の
翻
刻
の
一
部
は
『
敦
煙
願
文
集
』
に
ま
と
め

ら
れ
、
比
較
研
究
が
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
で
は
文
人
貴
族
が
施
主
に

な
り
か
わ
っ
て
述
作
、
四
六
駐
麗
体
の
華
麗
な
文
章
で
法
会
を
荘
厳
し
た
の
で
あ
る
。

つ

と
に
『
枕
草
子
』
に
「
文
は
願
文
」
と
あ
る
よ
う
に
、
当
代
の
文
章
で
重
要
な
意

義
を
も
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
代
に
そ
の
意
義
は
忘
れ
さ
ら
れ
、
漢
文
学

か

ら
も
仏
教
学
か
ら
も
等
閑
視
さ
れ
る
時
代
が
長
く
続
い
た
。
近
年
よ
う
や
く
そ
の

意
義
が
再
評
価
さ
れ
、
研
究
が
正
統
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
大
江
匡
房
は
院
政
期
を
代
表
す
る
官
僚
学
者
で
、
そ
の
著
述
は
質
量
と
も
に
お
び

た
だ
し
い
も
の
が
あ
る
が
、
と
り
わ
け
院
政
期
の
〈
法
会
文
芸
〉
の
中
核
と
も
い
う

べ
き
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
は
注
目
さ
れ
る
。
没
後
の
編
纂
と
お
ぼ
し
い
が
、
百

数

十
篇
を
優
に
越
え
る
も
の
で
、
院
政
初
期
の
法
会
の
隆
盛
を
直
裁
に
投
影
す
る
テ

キ
ス
ト
の
集
成
と
し
て
、
生
老
死
の
儀
礼
研
究
に
も
必
須
の
資
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

当
代
の
天
皇
、
院
ら
を
は
じ
め
摂
関
家
や
公
卿
か
ら
中
流
の
貴
族
層
に
い
た
る
ま
で

そ
の
対
象
は
広
範
囲
に
わ
た
り
、
当
時
の
権
門
体
制
を
具
現
す
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
折
々
に
実
施
さ
れ
た
仏
事
法
会
の
願
文
は
法
会
の
第
一
級
の
史
料
と
も
な

る
。　

さ
て
、
当
面
問
題
に
す
る
匡
房
が
書
い
た
堀
河
院
の
追
善
願
文
は
、
没
後
六
七
日

供
養
、
七
七
日
供
養
、
一
周
忌
供
養
の
三
篇
あ
る
が
（
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
）
、

煩

を
厭
っ
て
こ
こ
で
は
七
七
日
す
な
わ
ち
四
十
九
日
の
供
養
願
文
の
み
と
り
あ
げ

る
。
詳
細
は
す
で
に
『
院
政
期
文
学
論
』
（
笠
間
書
院
）
に
論
じ
た
の
で
な
る
べ
く

簡
略
に
と
ど
め
た
い
。

　
堀
河
院
の
七
七
日
法
会
は
『
中
右
記
』
や
『
殿
暦
』
に
詳
し
く
、
以
下
に
概
要
を

摘
記
し
て
お
く
。

　
　
九

月
七
日
の
辰
刻
、
金
色
等
身
の
釈
迦
三
尊
像
を
安
置
し
、
未
刻
に
公
卿
や
諸

　
　

僧
が
参
集
、
摂
政
忠
実
は
痢
病
で
遅
参
。
申
刻
に
鐘
を
打
ち
、
公
卿
は
左
右

　
　

に
分
か
れ
て
着
座
、
諸
僧
百
七
人
が
着
座
。
講
師
覚
信
・
読
師
永
実
が
高
座
に

　
　
着
、
唄
師
が
発
声
。
散
華
師
の
先
導
で
諸
僧
が
行
道
、
堂
達
が
願
文
を
導
師
に

　
　
渡
し
、
導
師
が
開
講
を
宣
し
、
表
白
を
読
み
、
願
文
を
読
み
上
げ
る
。
つ
い
で

　
　

経
を
読
み
、
諸
僧
唱
和
す
る
。
経
は
『
法
華
経
』
金
泥
一
部
、
素
紙
百
部
、
『
大

　
　

般
若
経
』
一
部
六
百
巻
で
あ
る
。
堂
達
が
諏
請
文
を
講
師
に
授
け
、
つ
い
で
呪

　
　
願
文

を
授
け
て
読
み
上
げ
、
講
師
が
説
法
、
公
卿
ら
が
諸
僧
に
布
施
し
、
退
出

　
　
す
る
。

　

以

上
、
細
部
は
省
略
し
た
が
、
お
お
よ
そ
は
こ
れ
で
知
ら
れ
る
。
堂
内
の
釈
迦
三
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尊
像
を
前
に
大
臣
公
卿
が
左
右
に
分
か
れ
て
列
席
、
講
師
・
読
師
が
高
座
に
つ
き
、

諸
僧
が
行
道
、
導
師
が
願
文
を
読
み
、
調
経
、
調
諦
文
や
呪
願
文
を
読
み
、
説
法
に

及

び
、
公
卿
殿
上
人
ら
が
諸
僧
に
布
施
を
ほ
ど
こ
す
、
と
い
う
の
が
法
会
の
お
よ
そ

の

次
第
で
あ
る
。
『
中
右
記
』
に
は
匡
房
が
願
文
を
書
い
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
る
。

　
大

臣
公
卿
殿
上
人
の
大
半
が
列
席
し
、
百
人
以
上
も
の
僧
が
参
集
、
百
部
以
上
の

経
典
が
供
せ
ら
れ
る
。
院
政
期
の
豪
勢
な
儀
礼
を
象
徴
す
る
一
大
晴
儀
で
あ
る
。
願

文
は
そ
の
枢
要
と
し
て
披
講
さ
れ
る
。
法
会
の
時
空
間
そ
の
も
の
を
荘
厳
し
浄
化
す

る
言
語
宇
宙
と
し
て
あ
っ
た
。
匡
房
は
こ
の
時
、
六
十
七
歳
、
前
年
に
権
中
納
言
か

ら
大
宰
権
帥
に
再
任
さ
れ
る
が
、
老
病
を
理
由
に
自
邸
に
引
き
こ
も
っ
て
い
た
。
匡

房
は
願
文
を
書
い
た
も
の
の
、
こ
の
法
会
に
も
出
仕
し
て
い
な
い
。
実
兼
に
よ
っ
て

『江
談
抄
』
が
筆
録
さ
れ
る
の
も
、
こ
う
し
た
晩
年
の
時
期
に
か
さ
な
る
で
あ
ろ
う
。

『江
談
抄
』
で
は
匡
房
が
願
文
の
対
句
を
書
き
た
め
て
い
る
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
こ

の

こ
と
は
、
堀
河
院
追
善
の
六
七
日
供
養
の
願
文
を
依
頼
も
さ
れ
な
い
の
に
勝
手
に

披
講

し
て
し
ま
い
、
周
囲
の
墾
壁
を
買
う
話
と
も
対
応
す
る
。

　

こ
こ
で
願
文
の
具
体
的
な
表
現
に
つ
い
て
一
瞥
し
て
お
こ
う
。
願
文
の
文
体
に
関

し
て
は
、
中
世
の
良
季
編
『
王
沢
不
渇
抄
』
に
『
本
朝
文
粋
』
所
収
の
追
善
願
文
を

例
に
十
番
の
構
成
が
明
示
さ
れ
る
（
『
真
福
寺
善
本
叢
刊
』
所
収
、
叡
山
文
庫
本
）
。

　
一
番
　
四
種
次
第
（
世
間
無
常
通
用
儀
・
孝
行
儀
・
仏
法
讃
歎
・
悲
嘆
哀
傷
）

十九八七六五四三二
番番番番番番番番番

聖
霊
平
生
存
生
之
様

病
中
之
様

逝
去
之
様

悲
嘆
事

日
数
事

修
善
仏
経
事

時
節
景
気
事

昔
因
縁
事

廻
向
句
事

　

あ
く
ま
で
後
代
に
規
範
化
さ
れ
た
も
の
で
、
前
代
の
そ
れ
が
す
べ
て
あ
て
は
ま
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
お
よ
そ
は
こ
れ
で
た
ど
れ
る
で
あ
ろ
う
。
概
要
は
こ
こ
に

集
約
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
壁
頭
は
一
般
的
、
総
論
的
に
提
起
し
、
追
善
の
対

象
者
の
生
前
平
静
と
病
気
、
死
去
の
様
子
、
残
さ
れ
た
者
の
悲
嘆
、
追
善
の
日
数
、

供
養
の
経
典
や
仏
像
、
法
会
開
催
時
の
景
気
、
景
物
、
故
事
因
縁
と
の
対
応
、
一
切

衆
生
救
済
へ
の
祈
願
と
い
う
展
開
で
あ
る
。
細
部
の
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
追
善
願

文
の
構
成
は
お
お
よ
そ
こ
う
い
う
か
た
ち
に
な
る
。

　

こ
こ
の
堀
河
院
七
七
日
追
善
供
養
も
ほ
ぼ
こ
れ
に
準
ず
る
。
こ
こ
で
は
残
さ
れ
た

者
の
悲
嘆

を
う
た
い
あ
げ
る
絶
唱
の
部
分
を
ひ
い
て
お
こ
う
。

　
　
椒
房
月
暗
、
妬
梁
燕
之
双
栖
。
　
椒
房
月
暗
く
、
梁
燕
の
双
つ
の
栖
を
妬
む
。

　
　
蘭
殿
燈
錆
、
傷
隙
駆
之
難
遂
。
　
蘭
殿
燈
錆
え
、
隙
駆
の
遂
げ
難
き
を
傷
む
。

　
　
虚
空
落
涙
、
秋
草
雷
而
露
寒
。
　
虚
空
に
涙
落
ち
、
秋
草
雷
い
て
露
寒
し
。

　
　
山
野
含
悲
、
紅
林
擢
而
風
咽
。
　
山
野
悲
し
み
を
含
み
、
紅
林
擢
い
て
風
に
咽
ぶ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
六
地
蔵
寺
善
本
叢
刊
』
、
訓
読
は
私
意
）

　
主

を
失
っ
た
宮
殿
は
暗
く
さ
び
し
く
、
梁
の
つ
が
い
の
燕
さ
え
ね
た
ま
し
く
、
馬

が
瞬
時
に
通
り
抜
け
る
の
を
隙
間
か
ら
見
る
よ
う
な
は
か
な
い
人
の
世
の
無
常
が
嘆

か
れ

る
。
空
は
時
雨
れ
、
秋
の
草
は
露
に
ぬ
れ
て
寒
々
し
く
、
山
野
も
悲
し
み
の
色

ど
り
に
包
ま
れ
、
紅
葉
の
林
を
風
が
揺
る
が
し
、
む
せ
ぶ
よ
う
に
吹
き
す
ぎ
て
ゆ
く
。

　

こ
の
願
文
の
白
眉
と
も
い
え
る
一
節
で
、
残
さ
れ
た
者
の
嘆
き
が
宮
中
の
夜
の
荒

涼
た
る
様
や
晩
秋
の
山
野
の
情
景
に
託
し
て
切
々
と
綴
ら
れ
る
。
晩
秋
の
九
月
七
日

と
い
う
法
会
の
景
気
に
即
し
た
景
情
一
致
の
四
六
耕
麗
文
で
あ
る
。
こ
の
対
句
が
法

会
の
場
で
朗
々
と
唱
え
ら
れ
る
わ
け
で
、
聴
聞
の
衆
は
悲
涙
に
む
せ
ん
だ
に
相
違
な

い
。
追
善
願
文
は
ま
さ
に
「
主
情
的
な
拝
情
形
式
の
哀
傷
文
学
」
（
渡
辺
秀
夫
）
に

ふ

さ
わ
し
い
と
い
え
る
。
願
文
構
成
の
「
悲
嘆
事
」
と
「
時
節
景
気
事
」
を
一
体
化

し
た
よ
う
な
哀
切
な
表
現
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
類
す
る
対
句
に
以
下
が
あ
る
。

　
　
玉
管
拗
而
委
塵
、
震
遊
無
帰
日
。
　
玉
管
施
っ
て
塵
に
委
か
せ
、
震
遊
帰
る
日

85



国立歴史民俗博物館研究報告

　　第141集2008年3月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
し
。

　
　
琴
絃
断
而
椅
壁
、
良
宴
亦
何
秋
。
　
琴
絃
断
っ
て
壁
に
椅
り
、
良
宴
ま
た
何
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
秋
ぞ
。

　
堀
河
院
が
笛
の
名
手
で
、
琴
を
は
じ
め
舞
楽
な
ど
ひ
ろ
く
芸
道
に
通
じ
て
い
た
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
往
事
の
華
麗
な
雅
苑
が
追
想
さ
れ
、
も
ど
ら
ぬ
日
々
を

慨
嘆
し
、
主
を
失
っ
た
楽
器
に
こ
と
よ
せ
て
喪
失
感
を
つ
の
ら
せ
、
悲
嘆
哀
傷
が
強

調

さ
れ
る
。
こ
の
願
文
に
は
と
り
わ
け
こ
う
し
た
哀
悼
の
表
現
が
場
に
即
し
て
く
り

返

さ
れ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　
ま
た
、

　
　
譜
鷲
嶺
之
教
半
部
、
大
漸
之
日
自
諦
蓮
偶
。

　
　
　
　
鷲
嶺
の
教
え
を
諸
す
る
こ
と
半
部
、
大
漸
の
日
、
自
ら
蓮
偏
を
諦
す
。

　
　
書
鷺
池
之
典
三
峡
、
妙
　
之
露
纏
残
花
文
。

　
　
　
　
鷺
池
の
典
を
書
く
こ
と
三
秩
、
妙
　
の
露
、
緩
か
に
花
文
を
残
す
。

　
『
法
華
経
』
を
半
分
ほ
ど
そ
ら
ん
じ
、
臨
終
の
時
に
偶
を
唱
え
、
『
法
華
経
』
を
三

秩
ほ

ど
写
し
、
筆
跡
を
残
し
た
。
こ
の
対
句
は
、
先
に
見
た
『
中
右
記
』
や
『
讃
岐

典
侍
日
記
』
に
記
述
さ
れ
る
内
容
に
合
致
す
る
。
堀
河
院
の
臨
終
時
の
様
子
は
、
お

そ
ら
く
す
ぐ
に
噂
と
し
て
ひ
ろ
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
願
文
構
成
で
い
う
「
逝

去
之
様
」
「
聖
霊
平
生
存
生
之
様
」
な
ど
に
近
い
。

　
　
光
沈
響
絶
、
楽
尽
哀
来
。
　
　
　
　
　
光
沈
み
響
き
は
絶
え
、
楽
し
み
尽
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
哀
れ
み
来
る
。

　
　
所
幸
者
北
山
之
南
偏
、
陵
松
未
撲
。
　
幸
す
る
と
こ
ろ
は
北
山
の
南
偏
、
陵
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
だ
撲
さ
ず
。

　
　
所
望
者
西
土
之
上

品
、
蓮
台
已
開
。
　
望
む
と
こ
ろ
は
西
土
の
上
品
、
蓮
台
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
に
開
か
ん
と
す
。

　
　
至
孝
不
修
之
悲
、
顧
姑
射
而
遺
恨
。
　
至
孝
不
修
の
悲
し
み
、
姑
射
を
顧
み
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恨
み
を
遺
す
。

　
　
克
己
複
礼
之
行
、
到
仏
国
而
有
何
疑
。
克
己
複
礼
の
行
い
、
仏
国
に
到
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
ぞ
疑
い
あ
ら
ん
や
。

　
「
陵
松
」
は
陵
墓
に
植
え
る
松
で
、
七
七
日
ゆ
え
ま
だ
成
長
し
て
い
な
い
こ
と
を

い
う
。
「
上
品
」
は
西
方
極
楽
浄
土
の
最
上
位
を
い
う
。
眼
前
の
亡
骸
を
葬
る
陵
墓

の
様
と
見
え
な
い
極
楽
往
生
の
蓮
台
と
が
対
比
さ
れ
る
。
親
に
先
立
つ
不
孝
を
嘆
き
、

宮
中
を
顧
み
て
恨
み
に
思
い
、
克
己
複
礼
の
行
い
に
よ
り
、
浄
土
に
生
ま
れ
変
わ
る

こ
と
を
ど
う
し
て
疑
え
よ
う
か
。
こ
の
世
に
想
い
を
残
し
つ
つ
も
来
世
の
往
生
は
疑

い

な
い
こ
と
が
確
約
さ
れ
る
。
以
下
、
ほ
か
の
箇
所
は
割
愛
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
、

結
末
は
「
乃
至
法
界
平
等
利
益
」
と
い
う
廻
向
句
で
結
ば
れ
る
。
今
は
亡
き
人
の
追

善
供
養
に
あ
や
か
っ
て
一
切
衆
生
の
救
済
を
こ
い
ね
が
う
の
が
常
套
で
あ
っ
た
。

　
現
世

と
来
世
、
生
前
と
没
後
、
逝
っ
て
し
ま
っ
た
死
者
と
残
さ
れ
た
生
者
の
対
比

を
軸
に
、
死
者
の
菩
提
を
と
む
ら
い
、
あ
わ
せ
て
残
さ
れ
た
者
の
悲
嘆
を
共
有
し
確

認

し
あ
い
、
救
済
を
願
う
表
現
指
向
で
一
貫
す
る
。
そ
の
よ
う
な
願
文
が
法
会
と
い

う
儀
礼
の
場
に
供
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
場
は
こ
と
ば
で
荘
厳
さ
れ
浄
化
し
つ
く
さ

れ
、
法
会
遂
行
者
と
聴
聞
衆
と
の
一
体
化
し
た
時
空
間
が
創
出
さ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
願
文
は
書
か
れ
た
文
章
と
し
て
の
み
あ
る
の
で
は
な
く
、
法
会
に
開
か
れ
た
声

と
し
て
も
読
ま
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
の
表
現
は
聴
衆
の
心
の

琴
線

に
ふ
れ
る
こ
と
で
、
法
会
以
後
も
印
象
を
と
ど
め
、
記
録
さ
れ
、
記
憶
さ
れ
て

外
部
に
も
ひ
ろ
ま
っ
て
ゆ
く
。
一
回
的
な
個
別
の
時
と
場
を
超
え
た
普
遍
性
を
も
獲

得
す
る
と
い
え
る
。
儀
礼
の
場
に
収
敏
す
る
面
と
同
時
に
固
有
の
場
か
ら
超
出
す
る

面
を
も
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
金

沢
文
庫
蔵
・
二
十
二
巻
本
『
表
白
集
』
に
も
、
乳
母
の
大
弐
三
位
に
よ
る
「
御

乳
母
大
弐
三

位
奉
為
堀
河
院
修
御
追
善
表
白
」
（
恵
什
阿
閣
梨
の
作
）
が
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

④
安
徳
天
皇
の
誕
生
を
め
ぐ
っ
て
ー
出
産
儀
礼
の
縮
図

つ
い

で
王
の

誕
生
儀
礼
の

例
と
し
て
、
誕
生
儀
礼
の
史
料
を
比
較
的
よ
く
残
し
て
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い

る
、
治
承
二
年
（
＝
七
八
）
、
安
徳
天
皇
の
生
を
み
て
み
よ
う
。
こ
こ
に
は
、

古
記
録
と
し
て
中
山
忠
親
の
『
山
塊
記
』
や
平
信
範
の
『
兵
範
記
』
（
治
承
二
年
条

逸
）
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
伏
見
宮
本
『
御
産
部
類
記
』
（
鎌
倉
期
写
、

『図
書
寮
叢
刊
』
所
収
）
に
抄
出
さ
れ
、
『
平
家
物
語
』
に
も
語
ら
れ
る
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
依
拠
し
た
も
の
に
は
御
産
記
録
が
あ
り
、
さ
ら
に
一
般

に
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
法
会
唱
導
で
名
高
い
安
居
院
の
澄
憲
の
表

白
も
あ
る
。
こ
れ
ら
を
並
べ
て
み
る
と
ど
う
な
る
か
、
以
下
に
傭
鰍
し
て
み
た
い
。

　
ま
ず
『
山
塊
記
』
で
あ
る
が
、
『
公
卿
補
任
』
に
よ
れ
ば
、
中
山
忠
親
は
時
に
権

中
納
言
、
四
十
八
歳
、
右
衛
門
督
、
検
非
違
使
別
当
で
、
七
月
二
六
日
よ
り
中
宮
権

大
夫
を
兼
任
、
平
時
忠
が
中
宮
大
夫
に
な
っ
て
い
る
。
以
下
に
関
連
記
事
を
列
挙
す

る
（
史
料
大
成
）
。
史
料
大
成
本
で
は
七
月
～
九
月
条
が
欠
け
て
い
る
が
、
『
御
産
部

類
記
』
に
は
み
ら
れ
る
の
で
、
補
っ
た
（
但
、
十
一
月
以
降
は
な
い
）
。

治
承
二
年
（
＝
七
八
）
六
月
二
十
八
日

　
中
宮
徳
子
、
御
年
二
＋
四
、
六
波
羅
入
道
前
太
政
大
臣
二
女
、
母
贈
左
大
臣
時
信
公
女
、

　
御
懐
妊
、
当
五
ヶ
月
、
伍
有
御
着
帯
事
、
初
度
也
。

閏
六
月
十
一
日

　
　
　
十
九
日

　
　
　
二
三
日

　
七

月
十
三
日

　
　
　
十
六
日

　
　
　
二
七
日

　
八
月
　
二
日

　
　
　
十
六
日

　
　
　
十
八
日

　
　
　
二
一
日

　
　
　
二
四
日

二
品
時
子
尼
、

中
宮
物
気
不
快
　
高
倉
院
他
所
へ
臨
幸

金
剛
童
子
供

千
度
祓

　
御
産
調
度
始

　
中
宮
受
戒

　
中
宮
、
丹
青
膏
服
す

　
七
仏
薬
師
造
始
　
御
産
定
　
承
暦
三
年
の
堀
河
院
誕
生
の
先
例

　
御
産
御
祈
　
大
般
若
読
経
　
導
師
澄
憲

　
賀
茂
千
度
詣

貴
船
社
神
楽

　
御
産
御
祈
勅
使
発
遣

　
二
八
日
　
芳
光
仏
供
養

　

二
九

日
　
御
産
鳴
弦
料

九

月
一
日
　
大
般
若
読
経
、
愛
染
王
法

　
　
二

日
　
清
盛
、
般
若
心
経
三
千
百
三
十
二
巻
供
養
（
日
本
の
神
明
の
員
数
）

　
　
五

日
　
千
手
法
、
不
動
法

　
　
十

日
　
御
産
土
祈
開
始
　
薬
師
経
、
千
手
経

　

十
三
日
　
千
度
祓
、
物
気
渡
し
　
薬
師
法
結
願

　
十

四
日
　
中
宮
密
々
入
内

　
十
七
日
　
公
家
、
十
社
奉
幣

　
十
九

日
　
放
光
仏
供
養

　
二
十
日
　
五
壇
法

　
二
三
日
　
円
雲
、
呪
水
献
上

　
二
五
日
　
泰
山
府
君
祭

　
二
九
日
　
放
光
仏
供
養

十
月
一
日
　
中
宮
御
産
御
祈
被
レ
始
二
御
読
経
一
↓
法
華
経
、
最
勝
王
経
、
観
音

　
　
　
　
経
、
寿
命
経

　
　
三
日
　
中
宮
御
産
御
祈
御
修
法
　
↓
八
字
文
殊
（
仁
和
寺
任
覚
）
、
准
砥
仏

　
　
　
　
母

（醍
醐
寺
隆
賢
）

　
　
七
日
　
法
皇
密
有
二
御
幸
一
、
護
身
宮
着
帯
日
か
ら
四
壇
供
（
聖
観
音
、

　
　
　
　
十
一
面
、
大
威
徳
、
北
斗
）

　
　
八
日
　
平
基
親
作
『
御
産
次
第
』

　
　
十
日
　
千
度
御
祓
　
陰
陽
師
、
泥
塔
一
万
五
千
基
供
養
　
導
師
全
玄
、
経
盛
、

　
　
　
　
御
産
御
祈
　
不
動
像
供
養
　
冥
道
供
・
焔
魔
天
供
祭
文
　
二
壇
供
（
延

　
　
　
　
命
、
聖
天
）
　
賀
茂
社
神
楽
、
法
華
八
講

十
一
日
　
法
皇
密
々
御
幸
、
護
身
　
転
読
化
城
喩
品

十
四
日
　
北
政
所
、
御
産
御
祈
　
不
動
供
養
、
伊
都
岐
島
別
宮
神
楽
　
清
盛
沙

　
　
　
　
汰
、
陰
陽
師
　
泰
山
府
君
祭
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十
五
日
　
百
座
仁
王
講
　
御
産
御
祈

　
　
十
六
日
　
五
壇
法
軍
茶
利
　
尊
星
王
護
摩
祭
文
　
五
大
尊
像

　
　
十
七
日
　
伊
都
岐
島
別
宮
神
楽
　
知
盛
沙
汰

　
　
十
九
日
　
大
般
若
転
読
新
日
吉
　
里
神
楽
　
清
盛
沙
汰

　
　
一
二
日
　
中
宮
　
仏
供
養
愛
染
王
　
薬
師
法
　
冥
道
供
祭
文
　
松
尾
社
、

　
　
　
　

平
野
社
、
住
吉
社
　
仁
王
講
な
ど

　
　
二
二
日
　
中
宮
心
地
違
例
、
反
吐
　
来
月
十
二
日
御
産
之
由
　
御
物
気

　
　
二
五
日
　
孔
雀
経
法
七
仏
薬
師
法
　
不
空
絹
索
法

　
　
二
七
日
　
法
皇
密
々
御
幸
　
法
華
　
六
観
音
像
御
物
気
　
房
覚
　
奉
祈
皇

　
　
　
　
　
子
誕
宇
佐
宮
　
大
神
宮
、
熊
野
　
千
手
法

　

　
二
八
日
院
不
動
供
養

　
　
二
九
日
　
放
光
仏
供
養
　
稲
荷
社
、
祇
園
社
、
百
座
仁
王
講

十
一
月
一
日
平
野
・
春
日
祭
御
祓

　
　
　
七
日
　
随
求
陀
羅
尼
供

　
　
　
八
日
　
泰
山
府
君
祭
　
七
所

　
　
　
九
日
　
孔
雀
経
法
、
七
仏
薬
師
法

　
　
　
十
日
　
八
女
田
楽

　
　
十
二
日
　
寅
刻
　
連
絡
　
御
産
気
　
孔
雀
経
法
（
仁
和
寺
守
覚
）
、
七
仏
薬

　
　
　
　
　
師
法
（
延
暦
寺
覚
快
）
、
尊
勝
法
（
兼
豪
）
、
准
砥
法
（
醍
醐
寺
隆
賢
）
、

　
　
　
　
　
降
三
世
（
豪
禅
）
、
東
寺
任
覚
不
参
、
摺
牛
王
献
上
　
件
水
女
房
奉

　
　
　
　
　
レ
塗
二
御
腹
一
、
読
経
衆
群
参
　
大
般
若
、
法
華
、
最
勝
、
薬
師
、
観

　
　
　
　
　
音
、
千
手
、
寿
命
経
、
陰
陽
頭
賀
茂
在
憲
、
参
入
、
典
薬
頭
和
気
定

　
　
　
　
　
成
、
参
入
、
読
呪
近
習
女
房
、
白
装
束
　
御
産
時
青
色
御
衣
陰

　
　
　
　
　
陽
師
参
入
　
安
倍
泰
親
ら
　
御
祓
　
御
卜
　
卯
辰
未
申
辺
り
御
産

　
　
　
　
　
か
。
法
皇
密
々
臨
幸
、
伴
僧
の
陀
羅
尼
等
、
そ
の
「
声
成
雷
」
。
公

　
　
　
　
　
卿
以

下
、
群
参
、
使
祈
願
へ
摺
経
　
白
布
　
神
社
四
十
一
ケ
所
（
石

　
　
　
　
　
清

水
、
賀
茂
上
下
〈
略
〉
、
伊
勢
な
し
）
、
仏
寺
七
十
四
ケ
所
（
東

大
寺
、
興
福
寺
〈
略
〉
）
、
等
身
十
一
面
（
右
兵
衛
督
）
、
不
動
（
白

川
殿
）
、
六
字
（
白
川
殿
女
房
冷
泉
局
）
、
薬
師
・
不
動
（
内
大
臣
）

供
養
、
御
剣
（
清
盛
）
、
馬
（
内
大
臣
重
盛
）
大
神
宮
他
。
立
願

願
書
（
石
清
水
、
平
野
、
日
吉
）
法
印
全
玄
　
平
基
親
　
樒
一
枝
。

宿
曜
師
・
大
威
儀
師
珍
賀
、
退
出
　
北
斗
堂
へ
（
清
水
坂
）
、
御
卜
、

七
仏
薬
師
修
法
中
、
免
物
事
（
大
赦
）
。
「
今
度
免
物
、
大
概
依
七
仏

薬
師
也
」
。
内
裏
使
、
連
綿
不
絶
。

午
刻
　
仁
和
寺
宮
参
入
　
孔
雀
羽
持
参
　
後
日
仰
、
独
鈷
か
五
鈷
か

巳
刻
　
御
衣
　
諦
経
　
御
卜
。
陰
陽
師
泰
親
　
た
だ
一
人
「
只
今

可
二
令
レ
遂
給
一
也
」
（
他
は
子
丑
刻
と
す
る
）
。
散
米
当
障
子
声
頻
、

重
衡
・
維
盛
参
入
母
屋
簾
中
、
撒
弘
莚
、
打
御
物
気
之
間
、
其
声
不

聞
。
開
東
門
、
此
事
見
『
暦
林
産
経
巻
』
。

未
二
点
、
皇
子
降
誕
女
房
春
日
局
奉
懸
、
大
輔
局
抱
御
腰
、
洞
院
局
近
候
御
傍
云
々
、

替
帯
、
内
大
臣
重
盛
、
諦
祝
詞
三
反
「
以
レ
天
為
レ
父
、
以
レ
地
為
レ
母
、

領
二
金
銭
九
十
九
一
令
二
呪
命
一
」
。
九
十
九
銭
（
方
三
寸
許
白
生
絹
袋
、

白
糸
で
括
る
、
御
産
前
に
清
盛
献
上
）
を
枕
上
に
置
く
。
諸
卿
中
門

外
庭
上
に

立

つ
。

法
皇
出
御
、
今
熊
野
へ
。
此
間
、
自
日
陰
上
転
甑

破
三

分
（
兼
破
之
、
以
麻
仮
結
之
、
落
後
為
令
破
也
。
〈
略
〉
而
誤

落
北
方
、
不
足
言
事
也
）
。
か
づ
け
物
　
験
者
五
人
簾
中
か
ら
外
へ

孔
雀
経
修
法
持
続
。
典
薬
定
成
、
献
御
乳
付
雑
具
、
甘
草
湯
、
蜜
和

光

明
朱
、
牛
黄
　
料
理
、
御
薬
雑
物
等
、
石
燕
二
（
定
成
進
呈
、
清

盛
一
対
献
上
、
其
体
白
石
、
似
燕
嬉
、
其
程
如
大
柑
子
、
海
馬
六
、

馳
鼠
皮
一
枚
、
獺
皮
一
枚
、
弓
弦
一
筋
、
馬
街
毛
（
大
半
は
清
盛
の

献

上
）
。
基
親
、
陰
陽
師
を
召
し
勘
ぜ
し
め
る
。
勘
文
遅
々
、
乳
付

以

下
、
沐
浴
や
着
衣
、
剃
髪
の
日
時
、
決
定
。
膀
緒
切
る
。
先
御
産

成
了
。
安
倍
資
忠
、
河
竹
持
参
（
口
径
一
寸
、
長
六
寸
）
、
重
衡
作

竹
刀
、
洞
院
局
、
練
糸
で
膀
を
結
び
、
重
盛
が
竹
刀
で
切
る
。
御
胞
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衣
、
有
御
乳
付
事
。
伝
聞
、
洞
院
局
奉
抱
上
、
以
綿
纏
指
、
拭
二
去

　
　
　
　
　
御
口
中
井
御
舌
上
血
一
、
血
多
入
御
口
中
不
速
泣
給
云
々
。

　
　
　
　
　
以
他
綿
纏
、
沽
取
甘
草
湯
奉
レ
含
之
、
朱
蜜
、
唇
に
塗
る
　
牛
黄
含

　
　
　
　
　
ま
せ
る
含
御
乳
（
洞
院
局
は
六
月
に
出
産
、
当
時
は
乳
汁
出
ず
）
。

　
　
　
　
　
御
乳
人
参
上
（
故
近
衛
大
夫
通
清
女
、
右
近
将
監
親
房
妻
）
、
御
鼻

　
　
　
　
　
員
以
二
練
糸
一
結
之
如
レ
恒
。
皇
子
入
二
御
帳
中
一
、
彼
御
方
奉
レ
抱
之
、

　
　
　
　
　
即
還
御
（
故
建
春
門
院
御
弟
、
中
宮
外
嬢
母
）
、
内
大
臣
以
下
、
束

　
　
　
　
　
帯
に
着
替
え
　
今
夜
御
剣
渡
し
。
孔
雀
経
、
七
仏
薬
師
等
法
結
願
、

　
　
　
　
　
皇
子
降
誕
奏
上
申
刻
内
侍
、
取
剣
、
被
レ
奉
レ
請
二
呵
梨
底
母
十
五

　
　
　
　
　
童
子
一
、
五
壇
法
留
七
ケ
日
金
輪
（
済
源
）
、
　
薬
師
（
実
詮
）
、
千

　
　
　
　
　
手
（
房
学
）
、
不
動
（
俊
尭
）
、
六
字
（
全
玄
）
。
今
夜
七
ケ
日
修
供

　
　
　
　
　
二
壇
白
衣
被
レ
追
二
物
気
一
事
台
盤
所
女
房
白
装
束
。

［十
二
月
　
欠
］

治
承
三
年
正
月

　
四

日
　
東
宮
御
載
餅

　
六

日
　
東
宮
御
五
十
日

　
以

上
、
日
並
み
で
魔
除
け
の
散
米
、
う
ち
ま
き
や
唇
に
蜜
を
塗
る
こ
と
、
重
盛
が

膀
緒

を
竹
刀
で
切
る
さ
ま
な
ど
事
細
か
く
記
述
さ
れ
る
。
平
基
親
が
『
御
産
次
第
』

の

記
録
を
書
い
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
こ
う
し
た
日
記
の
基
礎
資
料
に
な
っ
て
い
る
の

で

あ
ろ
う
。
東
門
を
開
く
故
事
が
『
暦
林
産
経
巻
』
に
よ
る
こ
と
も
示
さ
れ
る
。
ま

た
、
密
教
を
主
と
す
る
権
門
の
高
僧
の
加
持
祈
祷
や
神
仏
祈
願
、
陰
陽
師
、
医
師

等
々
、
可
能
な
限
り
で
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
部
署
の
人
材
が
総
動
員
さ
れ
て
お
り
、
さ

な
が
ら
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
化
し
て
い
る
さ
ま
が
展
望
で
き
る
。

　
甑

を
破
り
、
誤
っ
て
北
に
落
と
し
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
、
「
不
足
言
事
」
と
さ
れ

る
が
、
後
の
『
平
家
物
語
』
で
「
あ
や
し
」
「
あ
し
き
事
」
と
す
る
。

　
つ
い
で
『
兵
範
記
』
は
六
月
三
日
～
八
月
八
日
条
が
み
え
、
『
山
椀
記
』
と
ほ
ぼ

等
し
い
の
で
省
略
す
る
。

⑤
『
平
家
物
語
』
か
ら

　
『
平
家
物
語
』
は
諸
本
が
多
く
、
テ
キ
ス
ト
ご
と
に
微
妙
に
相
違
す
る
の
で
、

表
的
な
も
の
を
掲
出
し
、
メ
モ
と
し
て
ま
と
め
て
お
く
。

代

A
　
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
二
・
本
（
勉
誠
社
）

春
の
暮
れ
よ
り
御
乱
心
地

　
六
月
二
八
日
　
着
帯

　
　
物
気
と
り
つ
く
↓
讃
岐
院
怨
霊
、
悪
左
府
頼
長
、
成
親
、
西
光
ら
怨
霊
、

　
　
　
　
　
　
　
　

成
経
・
康
頼
・
俊
寛
ら
生
霊
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
大
赦

　
十
一
月
十
二
日
　
寅
時
、
御
産
の
気
あ
り
、
十
月
二
十
七
八
日
あ
た
り
か
ら

　
　
験
者
‖
房
覚
・
昌
雲
・
俊
尭
・
豪
禅
・
実
全

　

内
大
臣
　
馬
十
二
疋
、
剣
七
腰
、
御
衣
十
二
両

　
　

大
赦
先
例
　
大
治
二
年
九
月
十
一
日
　
待
賢
門
院
御
産
（
後
白
河
）

　
　
　
　
　
　
　

承
暦
元
年
　
寮
の
馬
賜
る

　
　
　
八
幡
、
賀
茂
、
日
吉
、
春
日
、
北
野
、
平
野
、
大
原
野

　

御
壇
法
　
降
三
世
　
全
玄

　

神
社
↓
四
十
一
所
石
清
水
、
賀
茂
、
北
野
、
平
野
、
稲
荷
、
祇
園
、
今
西
宮
、

　
　
　
　

東
光
寺

　

仏
寺
↓
七
十
四
所
　
東
大
寺
、
興
福
寺
、
延
暦
、
園
城
、
広
隆
、
円
宗
寺

　

神
馬
　
大
神
宮
、
石
清
水
、
厳
島
　
二
十
三
社

　

仁
和
寺
守
覚
法
親
王
　
孔
雀
経

　

山
座
主
覚
快
　
　
　
　
七
仏
薬
師
法

　

寺
長
吏
円
恵
　
　
　
　
金
剛
童
子
法

　

五
大
虚
空
蔵
、
六
観
音
、
一
字
金
輪
、
五
壇
法
、
六
字
河
臨
、
八
字
文
殊
、
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普
賢
延
命
、
大
熾
盛
光
仏
師
召
さ
れ
、
等
身
七
仏
薬
師
、
五
大
尊
像
造
る

清
盛
・
二
位
殿
、
呆
然

成
親
、
西
光
の
怨
霊
「
御
産
ト
ミ
ニ
ナ
リ
ヤ
ラ
ズ
」

法
皇
の
声
、
加
持
祈
祷
「
躍
リ
狂
フ
ヨ
リ
マ
シ
ノ
縛
共
モ
、
少
シ
打
シ

　
　
メ
リ
タ
リ
」

　
　
「
何
ナ
ル
悪
霊
ナ
リ
ト
モ
、
此
ノ
老
法
師
カ
ク
テ
候
ワ
ム
ニ
ハ
、
争
力

　
　
近
付
奉
ベ
キ
。
何
況
ヤ
、
顕
ル
ル
所
ノ
怨
霊
共
、
皆
丸
ガ
朝
恩
ニ
ヨ
リ

　
　
テ
、
人
ト
ナ
リ
シ
輩
ニ
ハ
非
ズ
ヤ
」
「
女
人
臨
難
生
産
時
、
邪
魔
遮
障

　
　
苦
難
忍
、
至
心
称
諦
大
悲
呪
、
鬼
神
退
散
散
安
楽
生
」
↓
御
産
ヤ
ス
ヤ

　
　
ス
H
『
千
手
経
』

　
重

衡
「
御
産
平
安
、
王
子
御
誕
生
」
入
道
・
二
位
殿
、
声
を
あ
げ
て
泣

　
　
く
↓
「
中
々
イ
マ
イ
マ
シ
」

　
内
大
臣
「
以
天
為
父
、
以
地
為
母
」
金
銭
九
十
九
文
枕
に
置
き
、
膀
の

　
　
緒
を
切
る

　
故
建
春

門
院
の
妹
「
ア
ノ
御
方
」
抱
く
　
時
忠
の
北
方
、
洞
院
殿
、
乳

　
　
母
　
囲
碁
手
の
銭
出
す

　
法
皇
、
今
熊
野
参
詣
　
「
太
上
法
皇
ノ
御
験
者
ハ
希
代
ノ
例
欺
」

　
　
女
房
、
院
の
軽
挙
さ
さ
や
く
　
　
砂
金
一
千
両
、
富
士
綿
千
両
　
験
者

　
　
の
禄
と
し
て
法
皇
へ
　
陰
陽
師
泰
親
の
み
「
御
産
ロ
ハ
今
也
。
皇
子
ニ
テ

　
　
渡
セ
給
ベ
シ
」
　
サ
ス
ノ
ミ
コ
（
指
す
の
神
子
）

目
出
た
か
り
け
る
事
　
法
皇
の
加
持
　
染
殿
后
、
三
条
院
の
故
事

思

わ
ず
な
り
け
る
事
　
入
道
　
呆
然

優

に
や
さ
し
か
り
け
る
事
重
盛
の
ふ
る
ま
い

本
意

な
か
り
け
る
事
　
右
大
将
の
籠
居

あ
や
し
か
り
つ
る
事
　
甑
形
を
北
の
壼
に
こ
ろ
が
し
南
へ
落
と
す
　
姫
宮
誕

　
生

の
時
の
様

を
か
し
か
り
け
る
事
　
安
倍
時
晴
の
ヲ
コ
　
落
冠
、
放
髪

　
　
参
上
の
者
、
不
参
の
者
、
諸
僧
　
勧
賞

　
　
十
二
月
八
日
　
皇
子
親
王

　
　
　
　
十
五
日
　
立
太
子

B
　
長
門
本
『
平
家
物
語
』
五
（
勉
誠
社
）

　
基
本

は
延
慶
本
に
等
し
い

　
　
法
皇
へ
の
京
童
の
笑
い

　
　
法
皇
の
『
千
手
経
』
加
持
「
阿
遮
一
睨
の
窓
前
に
は
、
鬼
病
手
束
懐
、
多

　
　
　
　
　
　
　
　

齢
三

遍
床
上
に
は
、
魔
軍
か
う
べ
を
ふ
り
て
お
そ
る
〈
略
〉
」

　
　
泰
親
、
さ
す
の
み
こ

　
　
　
陰
陽
師
の
独
自
説
話
　
推
条
を
め
ぐ
る

　
　
　
　
安
倍
晴
明
　
　
客
の
目
的
見
分
け
　
家
の
前
の
茸
箱
の
中
身
言
い
当
て

　
　
　
　
泰
親
と
時
春
　
箱
の
中
身
は
柑
子
か
鼠
か

C
『
源
平
盛
衰
記
』
十
（
三
弥
井
書
店
）

　
二
位
尼
、
一
条
戻
り
橋
で
橋
占
　
十
四
五
許
の
禿
な
る
童
部
が
十
二
人
唱
い
走

　
　
る
　
「
摺
は
何
摺
国
王
摺
、
八
重
の
潮
路
の
波
の
寄
摺
」

　
　
一
条
戻
り
橋
の
い
わ
れ
　
晴
明
　
十
二
神
将
使
う
　
妻
が
「
職
神
」
（
「
識
神
」
）

　
　
　
を
恐
れ
た
の
で
橋
の
下
に
隠
し
て
使
役
吉
凶
の
占
い
で
識
神
が
人
の
口

　
　
　

に
乗
り
移
っ
て
託
宣

　
物
気
　
怨
霊

D
　
覚
一
本
『
平
家
物
語
』
三
「
御
産
」
（
新
古
典
文
学
大
系
）

　
仙
源
（
全
玄
）
　
敬
白

　
神
社
　
大
神
宮
以
下
、
二
十
余

　
仏
寺
　
東
大
寺
、
興
福
寺
以
下
、
十
六
所

　
重
盛
　
御
衣
四
十
領
、
銀
剣
七
つ
馬
十
二
疋
に
ひ
か
せ
る
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金
銭
九
十
九

文
、
皇
子
の
枕
に
置
き
、
「
天
を
も
っ
て
は
父
と
し
〈
略
〉
御

　
命
は
方
士
東
方
朔
が
齢
を
た
も
ち
、
御
心
に
は
天
照
大
神
入
か
は
ら
せ
給
へ
」

　

と
て
、
桑
弓
蓬
矢
で
天
地
四
方
射
る

乳
母
　
時
忠
の
北
方

勝
事
あ
ま
た
あ
り

あ
し
き
御
事
　
甑

お

か

し
か
り
し
は
　
入
道
の
あ
き
れ
ざ
ま
、
目
出
た
か
り
し
は
～
、
本
意
な
か

　
り
し
は
～

　
以
上
が

『平
家
物
語
』
の
主
要
伝
本
に
み
る
一
節
で
あ
る
。
延
慶
本
が
特
に
詳
し

い
。
他
の
資
料
と
の
決
定
的
な
違
い
は
、
怨
霊
の
記
述
で
あ
り
、
『
山
椀
記
』
を
は

じ
め
他
資
料
で
は
「
物
気
」
と
の
み
あ
り
、
記
載
を
は
ば
か
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
、

そ
こ
に
物
語
と
し
て
の
特
性
が
よ
く
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
物
語
の
な
せ

る
想
像
や
空
想
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
は
あ
り
え
な
い
。
こ
の
時
代
、
物
の
怪
の
実
体

が
怨
霊
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
常
識
化
し
て
お
り
、
そ
れ
を
記
述
す
る
か
し
な
い
か
の

レ
ベ
ル
で
あ
っ
て
、
『
平
家
物
語
』
は
む
し
ろ
そ
こ
に
怨
霊
の
姿
を
具
体
的
に
介
在

さ
せ
る
こ
と
で
、
安
徳
誕
生
の
意
味
を
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
保
元

の
乱
の

崇
徳
院
や
頼
長
、
近
く
は
鹿
ヶ
谷
事
件
の
成
親
や
俊
寛
ら
で
あ
り
、
延
慶
本

で

は
後
者
は
「
生
霊
」
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
跳
梁
祓
雇
の
描
写
は
、
結
末
の
壇
ノ

浦
の
滅
亡
に
ま
で
射
程
が
届
い
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
清
盛
を
は
じ
め
、
周
囲
の
者
の
反
応
や
対
応
を
細
か
く
語
り
、
個
々
の
事

例

を
列
挙
し
て
ま
と
め
て
い
る
。
出
来
事
へ
の
対
応
を
通
し
て
人
物
像
を
区
分
け
し
、

描
き
分
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
細
か
い
点
で
い
え
ば
、
銭
九
十
九
文
を
枕
上
に
置
く
の
は
『
山
塊
記
』
に
も
み
え

る
が
、
延
慶
本
「
囲
碁
手
の
銭
」
は
不
明
。
陰
陽
師
泰
親
が
「
今
産
れ
ま
し
た
」
と

宣
言

す
る
の
は
『
山
椀
記
』
に
あ
る
が
、
延
慶
本
で
は
皇
子
で
あ
る
こ
と
も
予
言
す

る
。
覚
一
本
に
は
桑
弓
蓬
矢
が
み
え
、
盛
衰
記
は
二
位
尼
の
一
条
戻
り
橋
で
の
橋
占

ま
で
語
ら
れ
る
。

⑥
法
会
唱
導
、
修
法
、
事
相
書
か
ら

　
つ
い
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
法
会
唱
導
資
料
や
修
法
な
ど
を
め
ぐ
る
密
教
の
事
相

書
の

類
で

あ
る
。
ま
ず
は
名
高
い
天
台
宗
比
叡
山
の
安
居
院
の
澄
憲
に
よ
る
表
白
で

あ
る
。
『
公
請
表
白
』
（
東
寺
宝
菩
提
院
旧
蔵
、
大
正
大
学
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）

に
み
る
表
白
で
、
年
時
は
記
載
が
な
い
が
、
先
引
の
伏
見
宮
本
『
御
産
部
類
記
』
か

ら
澄
憲
が
導
師
を
勤
め
た
八
月
十
六
日
の
御
産
御
祈
の
大
般
若
御
読
経
供
養
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
今
、
読
み
や
す
い
よ
う
に
、
文
章
を
整
序
し
て
掲
げ
る
。

9

「中
宮
御
産
御
祈
大
般
若
供
養
表
白
」

大
日
本
国
金
輪
陛
下
、

　
凝
二
十
善
之
叡
襟
一
。

　
運
二
三
輪
之
至
誠
一
。

　

図
絵
尺
迦
如
来
之
尊
像
。

　

書
写
大
般
若
経
之
真
文
。

　
排
二
九
禁
皇
居
一
。

　
展
二
一
日
梵
莚
一
。

御
旨
趣
何
者
、

夫
、
十
善
聖
運
者
、
昔
帰
二
十
号
一
而
殖
二
其
因
一
。

　
　
天
子
宝
位
者
、
今
承
二
天
帝
一
之
譲
二
其
徳
一
。

故
、
崇
二
金
人
一
、
則
金
輪
弥
添
レ
輝
。

　
　
悦
二
天
衆
一
、
則
天
子
弥
久
レ
慶
。

　
蓋
是
百
王
之
鴻
台
、
豊
非
二
累
聖
之
金
鏡
一
哉
。

　
帰
仏
以
二
尺
尊
一
為
二
其
先
一
、
忍
土
之
教
主
故
也
。

　
歓
天
以
二
般
若
一
為
二
其
要
一
、
鎮
国
之
妙
典
故
也
。
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今
日
御
願
、
蓋
存
二
此
儀
’
。

抑
、
一
国
大
幸
、
在
二
儲
君
之
誕
生
一
。

　
　
万
乗
深
願
、
兼
期
二
継
体
之
不
絶
一
。

而
今
、
椒
房
呈
二
椚
天
之
夢
｝
。

　
　
　
蘭
殿
告
二
懐
日
之
祥
一
。

　
壇
樹
降
二
移
於
旋
宮
一
。

　
珠
胎
待
二
慶
於
玉
堂
一
。

実
是
、
三
十
三
天
之
分
徳
、
欲
レ
継
二
天
子
之
宝
位
一
之
秋
也
。

故
、
仰
二
仏
力
一
、
祈
二
神
道
一
、
恩
二
願
念
之
楡
通
一
。

　
　
請
二
諸
天
「
、
求
二
善
神
一
、
誓
二
大
事
之
早
成
一
。

依
之
、
図
二
十
力
三
尊
之
聖
容
一
。

　
　
　
写
二
般
若
六
百
之
真
典
一
。

　
先
、
致
二
開
講
於
即
時
一
。

　
兼
、
修
二
転
読
於
不
日
一
。

　
六
十
口
醇
服
列
レ
袖
。

　
六
百
軸
花
紐
披
レ
巻
。

　
如
々
畢
究
之
理
、
久
々
。

　
智
々
清
浄
之
唱
、
声
々
。

　
鷺
池
秋
水
、
引
二
清
流
一
通
御
溝
一
。

　
鷲
峯
古
風
、
叩
二
遺
韻
一
伝
二
鳳
闘
一
。

定
知
、
八
十
億
諸
天
、
降
レ
空
而
影
向
。

　
　
　
十
六
善
神
、
　
分
レ
雲
而
来
集
。

因
絃
、
十
善
掌
上
、
忽
呈
二
睡
璋
之
慶
一
。

　
　
　
三
宮
帳
下
、
早
施
二
国
母
之
名
・
。

三
宝
哀
懲
、
諸
天
納
受
。

諸
寺
八
講
　
法
勝
寺

　
　
（
山
崎
誠
「
安
居
院
唱
導
資
料
纂
輯
（
六
）
」
『
調
査
研
究
報
告
』

一
七
号
、

　
　
　
　
　
　
国
文
学
研
究
資
料
館
、
一
九
九
六
年
）

結
末
は
省
略
が
あ
る
よ
う
だ
。
才
気
走
る
澄
憲
の
文
体
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が

あ
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
対
句
に
趣
向
を
凝
ら
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
「
椒
房
に
椚

天

の

夢
を
呈
し
、
蘭
殿
に
懐
日
の
祥
を
告
ぐ
。
擾
樹
を
旋
宮
に
降
移
し
、
珠
胎
を
玉

堂
に
待
慶
す
」
の
辺
り
に
文
飾
ら
し
き
も
の
が
う
か
が
え
る
。
「
鷺
池
秋
の
水
、
清

流
を
引
き
て
御
溝
に
通
す
。
鷲
峯
古
き
風
、
遺
韻
を
叩
き
て
鳳
閾
に
伝
う
」
と
い
う

秋
の

時
節
景
気
的
な
表
現
、
釈
迦
の
図
像
と
『
大
般
若
経
』
六
百
巻
を
書
写
供
養
、

僧
六
十
口
等
々
が
『
御
産
部
類
記
』
所
引
『
山
椀
記
』
と
合
致
す
る
。
た
だ
、
図
像

は
釈
迦
と
多
聞
天
・
吉
祥
天
と
の
二
幅
あ
り
、
経
典
も
新
古
各
一
部
あ
っ
た
。
導
師

の
澄
憲
は
仏
前
半
帖
に
着
し
、
「
啓
白
」
し
、
新
写
経
題
名
を
か
か
げ
、
説
法
を
行
う
。

承
暦
三
年
の
堀
河
院
降
誕
を
先
例
と
し
て
い
た
。

　
表
白
の
つ
い
で
に
い
え
ば
、
金
沢
文
庫
蔵
・
二
十
二
巻
本
『
表
白
集
』
十
六
に
は
、

二
四

四

「
産
祈
孔
雀
経
読
経
表
白
」
、
二
四
五
「
産
祈
孔
雀
経
読
経
表
白
」
（
行
任
阿

闇
梨
）
な
ど
、
出
産
祈
願
の
表
白
も
収
録
さ
れ
て
い
る
（
『
守
覚
法
親
王
と
仁
和
寺

御
流
の
文
献
学
的
研
究
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
。
詳
細
な
検
討
は
今
後
を
期

し
た
い
。

　
つ
い
で
、
密
教
の
修
法
を
中
心
に
ま
と
め
た
事
相
書
で
は
、
安
徳
の
例
で
は
な
い

が
、
天
台
系
の
『
阿
娑
縛
抄
』
と
真
言
系
の
『
覚
禅
抄
』
と
に
出
産
祈
願
の
修
法
を

め

ぐ
る
記
述
が
み
え
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
掲
げ
よ
う
。

　
『
阿
娑
縛
抄
』
六
六
「
孔
雀
」
　
（
大
正
新
修
大
蔵
経
・
図
像
部
）

　
　
後
加
持
呪

　
　
当
今
私
云
、
近
衛
院
　
御
誕
生
時
、
御
室
修
此
法
給
。
後
加
持
呪
、
極
狭
少
。
恐

　
　
ク
ハ
マ
ユ
ラ
キ
ラ
ン
　
テ
イ
ソ
バ
カ
ノ
呪
歎
。
東
阿
閣
梨
問
之
、
不
レ
然
。
経
中

　
　
有
之
云
々
。
秘
之
欺
。
経
如
レ
然
小
呪
不
レ
見
故
也
云
々
。

　
同
・
四
八
「
七
仏
薬
師
」

　
　
為
産
生
安
穏
修
之

　
　
七
仏

経
云
、
或
有
二
女
人
・
、
臨
二
当
産
’
時
、
受
二
於
極
苦
一
。
若
能
至
心
称
名
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礼
讃
恭
敬
供
養
七
仏
如
来
、
衆
苦
皆
除
、
所
レ
生
之
子
、
形
貌
端
正
、
見
者
歓
喜
。

　
利
根
聡
明
、
少
病
安
楽
、
無
レ
有
レ
非
三
人
奪
二
其
精
気
一
。
文
　
本
願
経
心
同

同
第
五
、
行
法
事

　
～
次
発
願

　
至
心
発
願
　
唯
願
大
日
　
本
尊
界
会
　
七
仏
世
尊
　
御
産
平
安
　
宝
寿
長
遠

　
無
辺
御
願
　
皆
令
満
足
　
宮
内
安
穏
　
諸
人
快
楽
　
乃
至
法
界
　
平
等
利
益

　
『
覚
禅
抄
』
五
「
七
仏
薬
師
」
（
同
）

　
　
除
産
苦

　
　
又
云
、
有
二
女
人
一
、
臨
二
当
産
一
時
、
受
二
極
苦
一
。
若
至
心
称
名
礼
讃
恭
敬
供
養
、

　
　
彼
如
来
者
、
衆
苦
皆
除
、
所
レ
生
之
子
、
身
分
具
足
、
形
色
端
正
、
見
者
歓
喜
。

　
　
利
根
聡
明
、
安
穏
少
病
、
無
レ
有
レ
非
三
人
奪
二
其
精
気
一
云
々
。

　
　
薬
師
験
記
云
、
溜
州
有
二
女
人
一
有
レ
身
、
十
二
月
不
レ
得
レ
産
。
身
体
疫
苦
、
骨

　
　
髄
療
痛
。
挙
行
浦
突
。
沙
門
適
公
教
三
称
二
薬
師
名
一
。
夢
仏
自
来
救
、
弥
信
随
唱
、

　
　
苦
漸
息
産
二
男
子
一
。
人
皆
謂
二
希
有
一
　
云
々
。

　
同
・
「
薬
師
法
」

　
　

十
二
願
妙
薬
亮
恵

　
　
第
八
薬
、
雄
黄
、
等
胎
女
帯
之
腹
中
女
子
、
転
成
男
子
云
々
。

　
孔
雀
経
法
、
七
仏
薬
師
法
な
ど
に
焦
点
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
『
薬
師
験
記
』

な
る
霊
験
記
も
引
用
さ
れ
る
。

⑦
御
産
記
録
を
め
ぐ
る

　
右
の

出
産
祈
願
の
修
法
に
関
連
し
て
、
『
門
葉
記
』
一
七
二
に
一
連
の
「
御
産
御

祈
目
録
」
が
あ
り
、
安
徳
の
例
も
み
え
る
の
で
掲
出
す
る
。

　
『
門
葉
記
』
「
御
産
御
祈
目
録
」
治
承
二
年
　
　
（
大
正
新
修
大
蔵
経
・
図
像
部
）

　
　
六

月
二
八
日
　
建
礼
門
院
干
レ
時
中
宮
、
御
著
帯

八
月
　
　
日

薬
師
法
　
実
全
僧
都
　
院
御
沙
汰

同
法
　
　
全
真
法
眼
　
兼
日
実
全

六
字
法
　
全
玄
法
印

九

月
　
五
日
　
千
手
法

　
　
二
十
日
　
五
壇
法

　
　
　
　
　
　
不
動

　
　
　
　
　
降
々
々

　
　
　
　
　
　
軍
々
々

　
　
　
　
　

大
々

々

　
　
　
　
　

金
々

々

十
月
　
三
日

十四
日日

十
一
日

二

一
日

一
字
金
輪

仏
眼
法

烏
琵
沙
摩

金
剛
童
子

八
字
文
殊

准
砥
法

如
意
輪
法

尊
勝
法

延
命
法

冥
道
供

炎
魔
天
供

聖

天
供

不
動
法

覚
成
法
印

豪
禅
僧
都

兼
智
僧
都

実
宴
僧
都

実
印
法
眼

二
品
沙
汰

↓
以
下
、
九
月
二
十
日
ま

　
で

『山
椀
記
』
な
し

白
河
殿
御
沙
汰

内
大
臣
御
沙
汰

光
隆
卿
沙
汰

頼
盛
卿
沙
汰

教
盛
卿
沙
汰

　
済
覚
法
印

　
覚
海
法
眼

　
円
雲
法
眼

　
行
暁
法
印

任
覚
法
印

隆
賢

全
玄
法
印

　
　
　
　
兼
毫
大
僧
都

　
　
　
　
実
任
大
僧
都

　
　
　
　
全
玄
法
印

　
　
　
　
　
倫
円
法
眼

　
　
　
　
道
意

最
勝
太
子
供
　
顕
運

施
餓
鬼
　
道
顕

　
已
上
二
壇
本
坊

冥
道
供
　
実
寛

隆
房
朝
臣
沙
汰

女
房
沙
汰

讃
岐
寺
季
能
沙
汰

経
盛
卿
沙
汰

↓
『
山
塊
記
』
な
し

御
祭
文
　
永
範
朝
臣
草

右
大
弁
俊
経
沙
汰

御
祭
文
　
藤
中
納
言
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二
四
日

　
　
　
二
五
日

　
　
　
二
七
日

十
一
月
　
七
日

　
　
　
十
二
日

不
空
絹
索
法
　
雅
実
大
僧
都
　
　
　
　
　
↓
『
山
塊
記
』
な
し

葉
衣
供
　
仙
範
法
眼

摩
利
支
天
供
　
増
盛

孔
雀
経
　
　
守
覚
法
親
王
　
公
家
御
沙
汰

十
一
面
供
　
覚
成
法
印
　
七
箇
日
以
後
結
願

随
求
陀
羅
尼
供
　
円
空

未
刻
、
皇
子
誕
生
　
安
徳
天
皇

孔
雀
経
勧
賞
　
覚
成
法
印
任
大
僧
都

七
仏
薬
師
々
　
円
良
法
眼
叙
法
印

　
と
り
わ
け
十
月
四
日
の
全
玄
の
如
意
輪
法
な
ど
『
山
椀
記
』
に
は
み
ら
れ
な
い
条

が
あ
り
、
従
来
、
『
山
塊
記
』
と
『
平
家
物
語
』
の
み
に
集
中
し
て
い
た
安
徳
誕
生

の
儀
礼

が
、
法
会
唱
導
な
ど
視
点
を
変
え
る
こ
と
で
、
よ
り
立
体
的
に
と
ら
え
る
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
『
山
椀
記
』
の
欠
落
を
補
い
う
る
わ
け
で
、
き
わ
め
て
資

料
価
値
が
高
い
と
い
え
る
。

　
誕
生
儀
礼

に
関
し
て
、
今
後
は
右
の
よ
う
な
「
御
産
記
録
」
を
視
野
に
入
れ
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
「
御
産
」
の
項
目
を
国
文
学
研
究
資
料
館
の

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
検
索
す
る
と
、
＝
一
五
件
あ
り
、
『
続
群
書
類
従
』
に
も
、

以
下
の
テ

キ
ス
ト
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　
『
御
産
御
祈
目
録
』
　
元
永
二
年
（
＝
一
九
）
～
建
武
四
年
（
一
三
三
七
）

　
　
　
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
奥
書
1
1
『
門
葉
記
』
に
同
じ

　
　
『
御
産
部
類
記
』
　
　
　
　
↓
『
中
右
記
』
元
永
二
年
（
一
＝
九
）
崇
徳
院

　
　
『
康
和
元
年
御
産
部
類
記
』
　
↓
鳥
羽
院

　
　
『
后
宮
御
産
当
日
次
第
』
　
↓
平
安
期
、
院
政
期
年
号

　
ま
た
、
前
引
の
伏
見
宮
本
『
御
産
部
類
記
』
で
は
、
仁
和
元
年
（
八
八
五
）
の
醍

醐
帝
か
ら
弘
長
二
年
（
一
二
六
二
）
の
貴
子
内
親
王
ま
で
の
記
事
が
各
種
古
記
録
か

ら
抄
出
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
に
よ
る
限
り
で
は
、
や
は
り
院
政
期
に
画
期
が
あ
る
よ
う
だ
。
先
に
天
皇

の

死

を
め
ぐ
る
院
政
期
の
特
徴
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
の
と
同
様
に
、
御
産
記
録

が
院
政
期
か
ら
あ
ら
わ
さ
れ
る
か
、
も
し
く
は
こ
の
期
に
集
中
す
る
と
す
れ
ば
、
誕

生
儀
礼
の
面
か
ら
も
院
政
期
に
前
代
と
画
す
る
変
質
が
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。

　
以

上
、
今
は
あ
ら
あ
ら
概
要
に
ふ
れ
る
に
と
め
ざ
る
を
え
な
い
が
、
問
題
点
を
洗
っ

て
お
く
と
、

　

1
　
法
会
仏
事
、
修
法
な
ど
の
具
体

　

2
　
各
儀
礼
の
意
味
す
る
も
の
と
時
代
相

　

3
　
対
象
資
料
の
範
囲

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
資
料
と
し
て
は
、

　
　
法
会
次
第
法
則
書
（
『
守
覚
法
親
王
の
儀
礼
世
界
ー
仁
和
寺
蔵
紺
表
紙
小
双
紙

　
　
　
の

研
究
』
勉
誠
社
、
『
真
福
寺
善
本
叢
刊
』
臨
川
書
店
）

　
　
法
会
唱
導
資
料
　
願
文
・
表
白
・
諏
諦
文
　
各
種
『
願
文
集
』
『
表
白
集
』
、
安

　
　
　
居
院
『
転
法
輪
紗
』
『
言
泉
集
』
『
釈
門
秘
鎗
』

　
　
密
教
事
相
書
『
覚
禅
抄
』
（
真
言
）
、
『
阿
娑
縛
抄
』
（
天
台
）

　
　
御
産
資
料
　
部
類
、
次
第
、
法
則
、
作
法
、
抜
書
、
聞
書

　
　
医
学
・
薬
学
・
本
草
書
　
『
医
心
坊
』
『
重
宝
記
』

等
々
が
範
囲
と
な
る
だ
ろ
う
。
多
く
は
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
お
り
、
他
日

を
期
し
た
い
と
思
う
。
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小峯和明［王の生と死をめぐる儀礼と法会文芸］

参
考
文
献

渡
辺
秀
夫

谷
口

広
之

杉
立
義
一

斉
藤
研
一

小
峯
和
明

『平
安
朝
文
学
と
漢
文
世
界
』
（
勉
誠
出
版
、
一
九
九
一
年
）

「指
す
の
神
子
と
推
条
口
占
説
話
－
伝
承
文
化
論
へ
の
視
座
」
（
『
説
話
・
伝
承
学
』
三
号
、

一
九
九
五
年
）

『
お
産
の
歴
史
』
（
集
英
社
新
書
、
二
〇
〇
二
年
）

『子
ど
も
の
中
世
史
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）

『院
政
期
文
学
論
』
（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）

「法
会
文
芸
の
提
唱
－
宗
教
文
化
研
究
と
説
話
の
〈
場
〉
」
（
『
説
話
文
学
研
究
』
三
九
号
、

二
〇
〇
四
年
）

　
　
　
（
立
教
大
学
文
学
部
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（
二
〇
〇
七
年
三
月
三
〇
日
受
理
、
二
〇
〇
七
年
九
月
一
四
日
審
査
終
了
）
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Rites　and　the　Literature　of　Buddhist　Memorial　Services　in　the　L輌fe　and　Death

of　Emperors：Deaths　at　the　HoHkawa　Palace　and　the　Birdl　of　Emperor　Anto㎞

KOMINE　Kazuaki

　　This　paper　examines　rites　associated　with　the　life　and　death　of　emperors　during　the　12th　century，　related

written　records　and　prayers　and　invocations　recited　during　Buddhist　services．　Information　on　deaths　that

occurred　at　Horikawa　palace　is　taken　from　the　diaries　of　Kampaku（chief　advisor　for　the　emperor）Tadazane，　the

diaries　of　c皿rt　women　and　the　prayers　of　Ooe　no　Masafusa．　From　these　a　study　is　made　of　the　meaning　of　the

expressions　of　prayers　recited　during　memorial　services．　Using　the　birth　of　Emperor　Antoku　as　an　example，　this

paper　examines　the　diaries　of　Nakay㎜a　Tadachika，　the　books　of　the　Heike　Monogatari，　the　invocations　of　Agui

Choken，　writings　on　esoteric　Buddhism，　records　of　his　birth　and　other　materials．
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